
平成™œ年˜月Ÿ日 火曜日 (号外第š号)官 報

国
際
室
規
程
（
会
規
第
四
十
三
号
）
中
一
部
改
正
公
告

国
際
室
規
程
（
会
規
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
左
の
通
り
改
正
し
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
七
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

国
際
室
規
程
（
会
規
第
四
十
三
号
）
中
一
部
改
正

国
際
室
規
程
（
会
規
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

嘱
託
の
任
期
は
、
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
委
嘱
の
際
に
事
務
総
長
が
定
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を

妨
げ
な
い
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

参
与
及
び
幹
事
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

附

則

１

第
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
（
新
設
）
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

第
二
条
第
四
項
の
改
正
規
定
の
施
行
の
際
現
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
嘱
託
の
当
該
委
嘱
に
係
る
任
期
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
会
則
中
一
部
改
正
公
告

日
本
弁
護
士
連
合
会
会
則
の
一
部
を
左
の
通
り
改
正
し
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
七
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

日
本
弁
護
士
連
合
会
会
則
中
一
部
改
正

日
本
弁
護
士
連
合
会
会
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
三
項
中
「
要
し
な
い
」
を
「
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
前
条
の
弁
護
士
名
簿
の
登
録
換
え
を
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
登
録
換
え
の
請
求
に
伴
い
第
十

八
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
三
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

本
会
は
、
前
項
の
登
録
料
に
つ
い
て
、
別
に
会
規
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
そ
の
納
付
を
免
除
し
、
又
は
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
る
。

附

則

第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
十
九
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
第
二
十
一
条
第
一
項
に
た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定
、

第
二
十
三
条
第
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
る
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

弁
護
士
名
簿
の
登
録
料
納
付
の
免
除
等
に
関
す
る
規
程
制
定
公
告

弁
護
士
名
簿
の
登
録
料
納
付
の
免
除
等
に
関
す
る
規
程
を
左
の
通
り
制
定
し
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
七
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

弁
護
士
名
簿
の
登
録
料
納
付
の
免
除
等
に
関
す
る
規
程（

平
成
二
十
四
年
十
二
月
七
日
会
規
第
九
十
六
号
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
会
則
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
登
録
料
の
納
付
の
免
除
又
は

猶
予
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
災
害
に
よ
る
登
録
事
項
の
変
更
の
場
合
の
免
除
）

第
二
条

本
会
は
、
震
災
、
風
水
害
、
落
雷
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
事
務
所
又
は
住
居
に
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
弁
護
士
か
ら
会
則
第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出

が
な
さ
れ
た
と
き
は
、会
則
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
登
録
料
の
納
付
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
弁
護
士
任
官
者
の
退
官
後
の
登
録
の
場
合
の
免
除
）

第
三
条

本
会
は
、
弁
護
士
が
裁
判
官
に
任
官
し
、
退
官
後
、
弁
護
士
名
簿
に
登
録
を
請
求
す
る
と
き
は
、
会
則
第
二

十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
登
録
料
の
納
付
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
弁
護
士
職
務
経
験
法
に
よ
る
登
録
等
の
場
合
の
免
除
等
）

第
四
条

本
会
は
、
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
弁
護
士
名
簿
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
は
会
則
第
二
十
三
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
登
録
料
の
納
付
を
、
同
法
第
七
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
弁
護
士
名
簿
の
登
録
取
消

し
を
請
求
す
る
者
に
対
し
て
は
会
則
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
登
録
料
の
納
付
を
、
そ
れ
ぞ
れ
免
除

し
、
又
は
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
住
居
表
示
の
変
更
等
に
よ
る
登
録
事
項
の
変
更
の
場
合
の
免
除
）

第
五
条

本
会
は
、
行
政
区
画
、
郡
、
区
、
市
町
村
内
の
町
若
し
く
は
字
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
名
称
の
変
更
、
地
番
の

変
更
又
は
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
若
し
く
は

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
住
居
表
示
の
実
施
若
し
く
は
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
伴
い
会
則
第
十
八
条

第
一
項
第
一
号
の
本
籍
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
な
さ
れ
た
と
き

は
、
会
則
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
登
録
料
の
納
付
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

本
会
は
、建
物
の
名
称
が
変
更
さ
れ
る
場
合
そ
の
他
事
務
所
又
は
住
居
の
物
理
的
又
は
場
所
的
な
変
更
を
伴
わ
ず
、

か
つ
、
当
該
弁
護
士
の
意
思
に
基
づ
か
ず
、事
務
所
又
は
住
居
の
所
在
地
の
表
示
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
に
伴
い
会
則
第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
な
さ
れ
た
と
き

は
、
会
則
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
登
録
料
の
納
付
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

本
会
は
、
戸
籍
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
六
年
法
務
省
令
第
五
十
一
号
）
附
則
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
改
製
に
よ
り
、
当
該
弁
護
士
の
意
思
に
基
づ
か
ず
、
戸
籍
の
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

て
、こ
れ
に
伴
い
会
則
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
氏
名
に
つ
い
て
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、

会
則
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
登
録
料
の
納
付
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
弁
護
士
登
録
後
三
か
月
以
内
の
登
録
事
項
の
変
更
の
場
合
の
免
除
）

第
六
条

本
会
は
、
司
法
修
習
生
の
修
習
を
終
え
た
後
一
年
を
経
過
す
る
前
に
弁
護
士
名
簿
に
登
録
を
請
求
し
、
初
め

て
弁
護
士
登
録
を
し
た
者
か
ら
、
弁
護
士
登
録
の
後
三
か
月
を
経
過
す
る
前
に
、
会
則
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の

職
務
上
の
氏
名
を
使
用
す
る
場
合
又
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
会
則
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
登
録

料
の
納
付
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
換
え
の
請
求
に
伴
い
職
務
上
の
氏
名
を
使
用
等
す
る
場
合
の
免
除
）

第
七
条

本
会
は
、
弁
護
士
名
簿
の
登
録
換
え
の
請
求
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
伴
い
会
則
第
十
八
条
第

一
項
第
二
号
の
職
務
上
の
氏
名
を
使
用
す
る
と
き
、
又
は
同
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

会
則
第
二
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
登
録
料
の
納
付
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

外
国
特
別
会
員
基
本
規
程
（
会
規
第
二
十
五
号
）
中
一
部
改
正
公
告

外
国
特
別
会
員
基
本
規
程
（
会
規
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
左
の
通
り
改
正
し
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
七
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

外
国
特
別
会
員
基
本
規
程
（
会
規
第
二
十
五
号
）
中
一
部
改
正

外
国
特
別
会
員
基
本
規
程
（
会
規
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
前
条
の
外
国
法
事
務
弁
護
士
名
簿
の
登
録
換
え
を
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
登
録
換
え
の
請
求

に
伴
い
第
十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
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